
︿
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹀　

●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
和
平
協
定
締
結
を
歓
迎
す
る
─
─
米
・
欧
の「
制

裁
」に
よ
り
矛
盾
が
激
化　

沖
江
和
博（
国
際
情
勢
研
究
）／
●
セ
ウ
ォ
ル
号
の
惨
事
は
労
働
者
階
級
に
い
か
な
る

課
題
を
提
示
し
て
い
る
か
？
─
─
チ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ク（
原

ウ
ォ
ン

州ジ
ュ

地
域
労
働
者
、労
働
社
会
科
学
研
究
所
会
員
）

中
国「
社
会
主
義
市
場
経
済
」の
転
換
点

 

中
国
共
産
党
一
八
期
三
中
全
会
の
総
路
線

山
下
勇
男
68

上
田
く
ん
へ
の
手
紙 

─
─ 

千
葉
ハ
ッ
キ
ョ
の
会 

 

堀
川
久
司

千
葉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

2

社
会
評
論
　
第
178
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子　

イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

176

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

 

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

︿
連
載
﹀

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

96

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀	

広
浜
綾
子	

11

︿
労
働
者
通
信 

 

労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

︿
読
者
の
た
よ
り
﹀	 

  

170

沖 

江  

和 

博

『
社
会
評
論
』

東
京
西
読
者
会
幹
事

非
正
規
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
労
働
運
動
再
生
の
要

『
社
会
評
論
』東
京
西
部
読
者
会（
七
月
六
日
）に
お
け
る
報
告

京
都
大
学

原
子
炉
実
験
所
助
教

︿
新
連
載
﹀
　
放
射
能
汚
染
と
向
か
い
合
う
た
め
の
基
礎
知
識  

①

〝
ど
こ
ま
で
の
被
曝
を
ガ
マ
ン
す
る
か
〟の
考
え
方

59

今
中
哲
二

社
会
主
義
理
論
研
究

座
談「
言
論･

表
現
公
表
者
の
責
任
」︿
再
録
﹀

評
論
家

作
家

武 

井  

昭 

夫

大 

西  

巨 

人
144

七
・
一
閣
議
決
定
は
違
憲
・
無
効
で
あ
る

 

壊
憲
反
対
運
動
の
再
構
築
を

新
田
　
進
20

労
働
運
動
活
動
家

世
界
経
済
の
な
か
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

 

窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
安
倍
政
権
の
財
政
金
融
政
策
を
暴
く

小
野
利
明
52

世
界
経
済
分
析

閉
塞
し
た
思
考
の
回
路
か
ら
抜
け
出
そ
う

 

２
０
１
４
年  

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
と
討
論

106

︿
時
代
閉
塞
の
な
か
で
生
き
、
考
え
る
若
者
た
ち		

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
﹀

60

琉
球
大
学

名
誉
教
授

髙
嶋
伸
欣

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義	

�
﹀

拉
致
問
題
で
支
持
率
維
持
を
図
る
安
倍
政
権

の
自
縄
自
縛

 

安
倍
首
相
が「
拉
致
問
題
は
最
重
要
課
題
」を
撤
回
し
た
事
実
を
報
道
し
な
い
マ
ス
コ
ミ
の
責
任
を
問
う

イ
ス
ラ
エ
ル
は
入
植
を
止
め
よ 

 

上
條
陽
子

画
家

8

本
土
で
わ
た
し
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と 

─
─ 

沖
縄
反
基
地
闘
争
と

権
利
を
守
る
闘
い

 
 

友
田
幸
枝

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
受
講
生

5

「
記
憶  

反
省  

そ
し
て
友
好
」の
追
悼
碑 

─
─ 

群
馬
か
ら
の
報
告 

 

群
馬
平
和
遺
族
会
4164

山
口
直
孝

『
日
本
人
論
争　

大
西
巨
人
回
想
』

二
松
学
舎
大
学
教
員

大
西
巨
人 

著

168

渥
美
　

博

『
オ
サ
ヒ
ト
覚
え
書
』

編
集
者

石
川
逸
子 

著

166

二
瓶
一
夫

『
９
・
30 

世
界
を
震
撼
さ
せ
た
日 

―
― 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

変
の
真
相
と
波
紋
』

高
校
教
員

倉
沢
愛
子 

著

97

︿
状
況
２
０
１
４
秋
﹀

憲
法 

 

十
五
年
戦
争
前
夜
を
思
わ
せ
る
異
常
な
空
気 

─
─	

集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
閣
議
決
定
に
思
う 

女
性 

 

企
業
が
輝
く
安
倍
政
権
の
女
性
政
策	

─
─	

派
遣
法
改
悪
が
促
進

さ
せ
る
女
性
の
貧
困 

本
郷
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

女
性
労
働
研
究
会

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

92 83

李

東

埼

村
上
理
恵
子

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀

︿
読
書
ノ
ー
ト
﹀

笑

い

茸
90

と
う
で
ん
虫

︿
特
集
Ⅰ 

 

腐
朽
す
る
日
本
独
占
と
労
働
者
階
級
の
進
路
﹀

︿
東
日
本
大
震
災
・
壊
滅

地
区
復
興
委
員
だ
よ
り	

⑤
﹀	

金
野
正
晴 

137

︿
原
発
事
故
被
災
者
の
声	

⑤
﹀	

國
分
富
夫	

127

︿
源
八
お
じ
さ
ん
と
タ
マ	

⑪
﹀	

中
村　

徹	

105

介
護
労
働
者

司
　

隆
介
16

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
働
き
、病
気
に
な
っ
た 
─
─ 

企
業
エ
ゴ
と〝
笑
い

ヨ
ガ
〟の
効
用
？

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ

戦
後
文
学
ゼ
ミ
生

飯
島
　

聡
121

公
平
・
中
立
な「
知
識
」は
存
在
す
る
の
か
？ 

─
─ 

自
己
形
成

の
再
出
発

123

注
目
す
べ
き
若
者
た
ち
の
考
え 

─
─	

『
社
会
評
論
』
一
七
七
号
特
集
「
時
代
閉
塞
の

な
か
で
生
き
、考
え
る
若
者
た
ち
」
を
読
ん
で

126

試
行
錯
誤
す
る
若
者
た
ち 

─
─ 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
よ
り

全
労
協
全
国
一
般
東
京
労
組

フ
ジ
ビ
グ
ル
ー
プ
分
会
書
記
長

中
原
純
子
14

小
さ
な
組
合
が
闘
う
フ
ジ
ビ
闘
争
に
支
援
を
！ 

─
─ 

偽
装
倒
産
・
全
員
解
雇
、
組

合
つ
ぶ
し
を
は
ね
か
え
す
ぞ

期
間
雇
用
社
員

田
中
英
吾
12

郵
便
局
は
死
ん
だ
眼
の
人
間
を
作
る 

─
─ 

新
局
の
開
局
に
揺
れ

る
郵
便
内
務
の
現
場

国
公
労
連

藤
本
愛
子
10

国
家
公
務
員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
に
つ
い
て 

─
─ 

裁
判
所
は
歴
史
検
証
に　
　

耐
え
う
る
憲
法
判
断
を
！　

飛
躍
す
る
日
米
軍
事
一
体
化
と
自
衛
隊

 

自
衛
隊
は
米
軍
と
一
体
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
狙
う

高
橋
俊
次
40

壊
憲
Ｎ
Ｏ
！  　

条
改
悪
反
対

連
絡
会
議
事
務
局

96

発
言
：
丸
山
こ
じ
り
（
元
・
郵
政
期
間
雇
用
労
働
者
）
／
廣
野
茅
乃
（
中
小
民
間
労
働
者
）
／
伊
藤
龍
哉
（
明
治
大

学
卒
業
生
）
／
藤
原　

晃
（
神
奈
川
高
教
組
）
／
斉
藤
光
太
郎
（
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
戦
後
文
学
ゼ
ミ
生
）

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀
　	

追
川
恵
子 	

176

︿
表
紙
の
絵
に
つ
い
て
﹀

『
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
』	

画
家
　
平
松
利
昭
7

︿
読
者
会
か
ら
﹀	 

  

東
京
西
部
／
千
葉

174

大
学
生

120

大
学
で
教
育
に
つ
い
て
勉
強
し
て
考
え
る
こ
と 

─
─ 

教
育
の
た
ま
ご

の
覚
悟
不
足

井
上
は
る

評
論
家

未
来
を
切
り
拓
く
人
民
主
体
の
創
出
︿
再
録
﹀

 

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
の
出
発
に
当
た
っ
て
の
挨
拶

武 

井  

昭 

夫
138

映
画
評
論
家

「
死
の
灰
」は
生
き
て
い
る

 『
ビ
キ
ニ
の
海
は
忘
れ
な
い
』か
ら『
続
・
放
射
線
を
浴
び
た
Ｘ
年
後
』ま
で

木
下
昌
明
128

女
性
読
者
グ
ル
ー
プ

︿
特
集
Ⅱ 

 

時
代
閉
塞
の
な
か
で
生
き
、考
え
る
若
者
た
ち
・
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
﹀

追　　 悼
大西巨人


